
【取組内容】① 数学科における個別最適な学びと協働的な学び

春日井市立坂下中学校（愛知県）（指定校）

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

教師の話を聞いて進める生徒

個人で取り組む＋仲間と協力しながら進める生徒

数学の授業において「でき
た」「解けた」を生徒が実感
できる授業を目指し、３つの
取組を進めている。１つ目は、
単元の中盤に課題に取り組む
場面では、座席を工夫し、教
師の話を聞いて進めたい生徒
と仲間と協力して取り組みた
い生徒、個人で取り組みたい
生徒で座る場所を分け、それ
ぞれのペースで進めることが
できるようにした。それによ
り、一つの教室の中で、自分
の理解度に合った方法を選択
できる環境ができている。



【取組内容】① 数学科における個別最適な学びと協働的な学び

春日井市立坂下中学校（指定校）

様式Ⅰ-１

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

２つ目は自己評価や振り返りをアウ
トプットすることで、自己調整力を伸ば
すことができるようにしている。自分の
課題の進捗状況とともに、自己評価、学
習の振り返りをさせ、共有している。こ
れは教員が見て、次の時間での働きかけ
にも生かしている。
３つ目はグーグルクラスルームにレベ

ルに応じた問題を準備しておき、自分の
力に応じて問題を選定し、取り組めるよ
うにしている。
問題には模範解答も掲載し、自分で確認
をしながら進めることができるようにし
ている。



【取組内容】① 理科における個別最適な学びと協働的な学び

春日井市立坂下中学校（愛知県）（指定校）

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

理科の授業では全体で基礎的な内容を確認
した後で、その単元の内容について自分で深
めていく時間がとられ、クラスルームに挙げ
られている資料や教科書を使いながら、スラ
イドを使ってまとめていく形をとっている。
その際は、左の写真の様にグループで取り組
んでも個人で取り組んでもよい形をとってい
る。また、個人で取り組んでいる生徒も途中
で仲間同士でやりとりをすることもでき、自
分のペースで学べるようなスタイルをとって
いる。その間、教員は生徒進捗状況を見なが
ら、個別に対応しフォローしている。



【取組内容】① 美術科における個別最適な学びと協働的な学び

春日井市立坂下中学校（愛知県）（指定校）

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

美術の授業で
は、自分が考え
たデザインの配
色を考える際に
下絵を写真で撮
影し、それにデ
ジタル上で色を
塗りながら検討
し、完成に向け
て作品の色塗り
を行う。
その際は個別
に取り組みなが
らも、仲間に作
品を見てもらい、
アドバイスをも
らったり、協力
して取り組んだ
りできるように
している。また、
教師も一人一人
の進度に目を配
りながら、適宜
指導や支援を与
えている。



【取組内容】① 一人一人の考えを共有しながら進める道徳の授業

春日井市立坂下中学校（愛知県）（指定校）

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

道徳の授業では個人の思いや様々な
価値に触れることで、自分の生き方を見
つめ直したり、考えを深めたりすること
が大切である。しかし、一斉授業の形式
ではそれを実現するのに限度があった。
それを、スプレッドシートを使って入

力・共有することで、即時的に仲間の選
択や意見を確認することができ、その後
の意見交流でも生徒が入力している内容
を踏まえて、仲間とやりとりすることが
できるようになった。また、教師も書か
れている内容を確認しながら生徒に問い
返したり、生徒同士のマッチングに生か
したりすることができる。



【取組内容】 ②プログラミング的思考を育成する技術科の授業

春日井市立坂下中学校（愛知県）（指定校）

様式Ⅰ-５

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

技術では、プログラ
ミング的思考を身に付
けるため、自動車模型
を使い、指示したとお
りに動かしたり、セン
サーを活用して障害物
に近付いた時は自動で
止まったりするように
TPCを使ってプログラ
ミングをする授業を
行っている。
生徒たちは、前進さ

せるだけでも、順序立
てて指示をしなければ
全く違った動きを始め
てしまうことを実感す
るとともに、効率よい
指示の出し方を発見す
る姿がた見られた。
こうしたことが、学習
の課題を解決する上で
見通しを立てられたり、
行事で仲間に明確な指
示を与えたりすること
につながっている。



【取組内容】 ② 情報モラルや情報セキュリティーについての教育

春日井市立坂下中学校（愛知県）（指定校）

様式Ⅰ-６

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

これから学校生活で
本格的にTPCを使う４
月～５月に情報モラ
ル・情報セキュリ
ティーについて学ぶ機
会を設けている。
教員から授業内での

使用ルールやネットが
もつ特色とそれに伴う
注意について確認をし、
学習で安全かつ有効に
活用できるようにして
いる。また、警察の生
活安全課から講師を招
き、生徒の日常生活の
中にある事例を挙げて
もらいながら、軽はず
みな行為が自分に危険
を及ぼしたり、大きな
犯罪につながったりす
ることを教えてもらっ
ている。TPCを持ち
帰って使用することか
ら、学校外でも安全か
つ有効に活用できるよ
うにしている。



【取組内容】 ③A 学校保健委員会における外部専門家の参画を得たオンライン授業

春日井市立坂下中学校（愛知県）（指定校）

様式Ⅰ-７

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

学校保健委員会を実施するのにあたり、SNS
との関わり方や携帯電話が体に与える影響に
ついて生徒に考えさせたいということから、
春日井市の健康増進課の保健師さんと連携を
して授業を行った。オンラインで行うことで
全校で一斉に授業してもらうことができたと
ともに、チャットも使うことで生徒から出た
質問に対して即時的に対応してもらうことも
でき、生徒たちの理解を深めることにつな
がった。



【取組内容】 ④ 研修内容の共有の工夫

春日井市立坂下中学校（愛知県）（指定校）

様式Ⅰ-８

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

本校では定期的に実施している現職教育の
時間とは別に、チャットやクラスルームを
使って、他校の授業視察から学んだことにつ
いてのリポートや研究の参考となる本や資料、
指導案などを共有している。それにより、全
体で集まる時間を減らすことができるととも
に、デジタル上で様々な資料を蓄積すること
にもつながり、自分の都合の良い時間に学ぶ
ことができるようにしている。



【取組内容】 ④  スプレッドシートを使った情報管理や整理

春日井市立坂下中学校（愛知県）（指定校）

様式Ⅰ-９

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

スプレッドシートを活用し、情報を集めて整理する際は、必要な情報を教職員に入力してもらい、共同で
作成できるようにしている。また、To Do List化し、進捗状況が分かるようにしている。また、校内災害発
生報告書もひな形を作成しておき、シートをコピーして増やせるようにするとともに、必要な部分のみ教員
が入力すれば完成できるようにしている。また、係のチェックについても、見た人からプルダウンで確認後
に選択できるようにすることで、回覧でかかっていた時間短縮も可能となった。


